












 

まえがき 

 熱性痙撃が家族性に出現する傾向があることは従来より知られている。また

Lennox-Buchthal,M.は,双生児の資料を集めて,一卵性双生児での一致率が 80%,

二卵性双生児では 12%であったことから,熱性痙撃に遺伝子型の寄与の大きい

ことを推定した。近年その遺伝様式に関して,有馬らは常染色体性劣性遺伝とい

い,Ovnsted や Frantzen らの浸透率不完全な単純優性遺伝あるいは多因子遺伝

など様々に議論されているが,まだ広く学界の承認を得たものはない。 


